商業科（ビジネス情報）学習指導案
学校名：沖縄県立浦添商業高等学校
対　象：情報処理科　２年５組
　　　　男子11名　女子11名　計22名
日　時：平成27年11月18日１校時
場　所：２号棟２階第１PC教室
授業者：教　諭　　國　吉　枝里子
指導者：指導主事　屋　宜　　　督
１　単元名　第４章　ソフトウェアを活用したシステム開発
第３節　データベースソフトを利用したシステム開発
２　単元の指導目標
　(1) データベースソフトを用いたシステム開発の手順について理解させる。
　(2) データベースソフトを用いて、簡易なビジネス情報システムを開発するための技法を習得させる。
３　単元設定理由
(1) 教材観
データベースの作成や運用・管理を行うデータベースソフトは、データの入力や集計、印刷等の一連の処理によって、利用者が求める情報を手軽に利用することができる。また、これらの処理をメニューとしてフォーム機能で作成し、さらに自動化のためのマクロ機能を併用することで、業務の効率化を図ることができる。
本単元では、これまで学習してきたデータベースソフトに関する基礎的・基本的な知識と技術をもとに、業務の一連の処理をまとめたシステム開発実習を行う。データベースソフトを活用したシステム開発の手順について理解させ、実際に作成することによって、実生活やビジネスの場面で効率良く処理・活用できる能力と態度を育てる。
(2) 生徒観
本校情報処理科２年５組の生徒は、１年次では、科目「情報処理」で表計算ソフトを中心として、コンピュータに関する基礎的・基本的な知識と技術を学習し、２年次では科目「ビジネス情報」で表計算ソフトの応用技術に加えてデータベースソフトの基礎的な知識や情報通信ネットワークの導入と運用についての学習を行っている。
全体的に学習意欲が高く、授業や資格取得においてコツコツと取り組むことができるクラスである。ビジネス情報分野への興味・関心も高く、事前アンケートでは「情報の授業で学習した知識や技術は将来役に立つと思いますか？」という質問に対して、全ての生徒が「思う」、「まあ思う」と肯定的に回答している。しかし、データベースについて難しいと感じている生徒が多く、具体的な活用場面についてのイメージが乏しい。
(3) 指導観
単元の前半では、教科書の例題を用いて、データベースソフトを活用したシステム開発の設計手順および作成手順について学習し、システムを作成するまでの一連の流れを習得させる。その後、実習テーマを提示し、グループに分かれてシステム開発実習を行う。システム開発実習では、生徒が習得した知識や技術をもとに考え、判断し、グループで協力しながら実習を進めていけるよう指導していく。
本単元を通して、生徒がデータベースソフトを活用する具体的なイメージを持ち、ビジネス情報分野の学習と実生活とのつながりを感じられるよう指導を行っていく。
４　単元の評価規準
	関心・意欲・態度
	思考・判断・表現
	技能
	知識・理解

	ア．データベースソフトを用いたシステム開発に興味・関心を持ち、自分から進んでその作成方法を学ぼうとしている。
イ．仲間と協力して主体的に実習に取り組み、知識・技術を身に付けようとしている。　
	ア．目的に合ったシステムを作成するために、どのような処理を行えばよいか思考している。
イ．他グループが作成したシステムをより良いものにするための方策について考え、表現することができる。
	ア．システムを設計することができ、説明し、改善することができる。
イ．データベースソフトを利用して、簡易なビジネス情報システムを作成することができる。
	ア．データベースの特徴について理解している。
イ．データベースの設計手順について理解している。


５　単元の指導と評価計画（全13時間）



　　　本時：11時間目
	次
程
	時間
	ねらい・学習活動
	支援・留意点
	評価の観点
	評価資料及び

評価方法

	
	
	
	
	関
	思
	技
	知
	

	第一次
	1
	１．データベースソフトを利用したシステム開発の手順
　　データベースソフトを利用したシステム開発の基本的な考え方と手順を理解する。
	・今回の実習では、データベースの設計を終えたところから始まることを確認する。
	ア
	
	
	ア
	ワークシート
実習例題
行動観察

	
	2
	２．サブフォーム付きフォームの作成(1)
　　サブフォーム付きのフォームを活用し、複数のテーブルへのデータ入力を行うための設計方法と手順を理解する。
	・フォームの作成に必要な処理の流れを理解させる。
	
	ア
	
	イ
	実習例題
行動観察

	
	3
	３．サブフォーム付きフォームの作成(2)
　　既存のフォームやマクロを活用して効率的にフォームを作成する方法を習得する。
	・既存のオブジェクトを活用することで、効率良く作成ができることを理解させる。
	
	ア
	ア
	
	実習例題
行動観察

	
	4
	４．条件に合ったレポートの作成
　　指定した条件に合うデータをレポートとして出力するための手法と手順を理解する。
	・指定した条件に合うデータを出力するために、各オブジェクトがどのような役割を果たしているか考えさせる。
	ア
	ア
	
	
	実習例題
行動観察

	
	5
	５．サブフォーム付きレポートの作成
　　サブフォーム付きレポートを作成する方法を習得する。
	・サブレポートの作成は生徒と同時に行い、手順を確認させる。
	
	ア
	ア
	
	実習例題
行動観察

	第二次
	6
	１．「成績管理システム」開発実習(1)
　　グループに分かれ、データベースソフトを用いて成績を管理するシステムの開発を行う。
　(1)システムに求められる処理
　　①生徒情報を確認しながら点数の入力ができること
　　②生徒コードを入力すると、該当する生徒のデータを表示し、修正ができること
　　③５科目平均70点以上の生徒を成績上位者とし、一覧で出力できるようにすること
　　④メインメニューフォームやボタンを作成し、データベースの知識に乏しい人でも操作しやすいシステムにすること
　　⑤個人の成績一覧表を出力できるようにすること
　　⑥上記のほか、必要だと思われる処理を考え、
　　　作成すること
　　グループで話し合い、テーマに沿った処理を行うために必要なフォームやクエリ、レポートについて考える。
	・完成例を提示し、これから開発するシステムのイメージを持たせる。
・実習用データを配布し、外部データのインポート方法について説明する

・机間指導を行い、グループ活動が円滑に進んでいるか確認する。
	イ
	
	イ
	
	ワークシート
行動観察

	
	7～9
	２．「成績管理システム」開発実習(2)
　(1)前時で話し合った内容をもとに、役割分担を行い、作成作業に入る。
(2)作成を終えたら動作確認を行い、必要があれば修正を行う。
(3)各自で作成したオブジェクトをまとめ、全体的なレイアウトの調整や、操作しやすい画面になっているか確認を行う。
	・教科書でこれまでの学習内容を振り返りながら、グループで協力して作業を進められるよう支援する。
	イ
	
	イ
	
	ワークシート
行動観察

	第三次
	10
	１．プレゼンテーション準備
　　グループで作成したシステムの発表準備を行う。発表内容は、①求められる処理を行うために作成したシステムの概要、②工夫した点やアピールポイント、③課題の３点とする。
	・グループのメンバー全員でプレゼンテーションの役割を分担させる。
	イ
	
	
	ア
	ワークシート
行動観察

	
	11
・
12
	２．プレゼンテーション
　　作成したシステムのプレゼンテーションを行う。他グループのプレゼンテーションでは、より良いシステムにするための意見を述べる。
	・質疑応答・意見交換が活発になるよう、発言しやすい雰囲気づくりを行う。
	
	イ
	ア
	
	ワークシート
行動観察
発表

	
	13
	３．システムの検討、報告書作成
　　前時に他グループからもらった意見をもとに、システムの検討を行う。また、実習のまとめとして報告書の作成を行う。
	・作成までの一連の流れや作成したシステムについてまとめ、授業以外の場でも活用できるよう支援する。
	イ
	イ
	
	
	ワークシート
行動観察


６　本時の学習指導

(1) 主題名「プレゼンテーション」
(2) 指導目標
　1．プレゼンテーションを通して、作成したシステムの概要を他者へ伝える力を身に付けさせる。
2．既習内容をふまえて、より良いシステムにするための方策を考えさせる。
 (3) 本時の評価規準
	【評価の観点】
評価規準
	A
十分満足できる
	B
おおむね満足できる
	C
支援の具体的方法
	評価方法

	【思考・判断・表現】
イ．他グループが作成したシステムをより良いものにするための方策について考え、表現することができる。
	　他グループのプレゼンが理解でき、疑問やアドバイスをワークシートに記入し、発言することができる。
	　他グループのプレゼンが理解でき、自己のシステムとの違いをワークシートに記入している。
	　自分のグループが作成したシステムとの違いを認識させ、その違いを考えるよう声かけを行い、支援をする。
	質疑応答意見交換
ﾜｰｸｼｰﾄ

	【技能】
ア．システムを設計することができ、説明し、改善することができる。
	　作成したシステムについて、実際のシステムを操作しながら各オブジェクトの特徴をふまえて説明することができる。
	　作成したシステムについて、実際のシステムを操作しながら説明し、改善することができる。
	実習で使用したワークシートから、使用した機能を確認させ、プレゼンへつなげるよう支援する。
	発表


　(4)本時の展開
	学習

展開
	生徒の活動
	教師の活動
	使用教材
	評価の観点

	導入
５
分
	１．身なりを正し、始めの挨拶をする。
２．スクリーンに注目し、本時の学習内容及び学習目標を確認する。


	・挨拶・出席確認を行う。
・スクリーンに本時の学習内容及び学習目標を提示する。

	・PC
・プロジェクタ
・スライド
	【思・判・表】
・発表準備
・ワークシート
記入準備

	展開

37
分
	３．各グループの代表者はワークシート（プレゼンテーション記録シート）を受け取る。
　・ワークシートへの記入方法を確認する。
４．司会および計時（２名）の進行で、前時で決めた順にプレゼンテーションを行う。
（８分×３グループ）
　　※プレゼン５分
※質疑応答及び意見交換３分
　

５．他グループのプレゼンテーションを聞きながら、ワークシートへ発表内容やアドバイス等を記録する。
　　他グループのプレゼンテーションが終わったら、質問やアドバイスをする。
	・ワークシート（プレゼンテーション記録シート）を配布する。
・他グループへアドバイスができるよう、ワークシートへ発表内容を記録しながらプレゼンを聞くよう伝える。
・各グループのプレゼンの様子を確認
・ワークシートの記入状況を確認
・質疑応答、意見交換が活発になるよう支援する。
	・ワークシート
（プレゼン記録シート）
・ワークシート
（プレゼン準備シート）
・各グループが作成したシステム
	【技能】
発表
【思・判・表】
・質疑応答および意見交換
・ワークシート
記入

	まとめ

８
分
	６．本時のまとめ
　振り返りシートを受け取り、記入する。
７．次時の学習内容を確認する。
８．グループごとに振り返りシートを提出する。
終わりの挨拶をする。
	・本時のまとめ
　振り返りシートを配布し、記入させる。
・次時の学習内容の確認
　プレゼンテーション（後半）
・振り返りシートを回収する。
終わりの挨拶をする。
	・振り返り
シート
	【思・判・表】
振り返りシート
記入


(5)板書計画
　　 スクリーンを使用し、プロジェクタ映像を投影する。
　目　標


　1. 作成したシステムの内容を説明することができる。


　2. 他グループのプレゼンを聞き、より良いシステムにするための方法を考え、伝えることができる。





・自分のグループのシステムに取り入れたいと思ったところはないか。


・自分のグループはこの処理をしたらうまくいった等のアドバイスはないか。





１．本時の学習内容を表示





３．授業支援ソフトを使用し、発表者席の生徒PC画面を表示





２．本時の目標を表示





４．３グループのプレゼンが終わったら教師用PC画面を表示（本時の目標）
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